
 がん哲学外来は２００８年、順天堂大学医学部教授の樋野興夫（ひのおきお）先生 
（一般社団法人がん哲学外来理事長）が、がん患者と医師の隙間を埋め、患者の方 
をはじめ、がんと生きる方々のこころに寄り添うため、同附属病院に開設しました。 
 その後、この試みは「がん哲学外来カフェ」として、がん患者の方、その家族・遺族 
の方、がんを通して人生や命の意味を考える市民の集まりとなって、全国に広がっ 
ています。是非ご一緒に、命を見つめてみませんか。 

 たまプラーザ 
 がん哲学外来カフェ 

横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ 
 住所：横浜市青葉区新石川２丁目１－１５ 
      たまプラーザテラスリンクプラザ４階 
 
  主催：たまプラーザがん哲学外来カフェ 
  協力：一般社団法人がん哲学外来 
      横浜市たまプラーザ地域ケアプラザ 

○テーマ 「人間は、苦しみ、悲しみ、恐怖をどう乗り越え、 
       どう生きていけばいいのか？」 
○日時 平成３０年 ３月３日（土） 
      １４：００～１６：００ 
○場所 たまプラーザ地域ケアプラザ 
      多目的ルーム 
○参加費 １００円 
○問合せ 和田 
         電話： 045-512-0592/090-1322-0457 
                   メール： bigmacw@m08.itscom.net 

～命を見つめるこころ～ 

仲間がいるから！ ホッとできる場所がここにあります！ 

４月は７日（土）に開催 


